
循
環
型
社
会
に
お
け
る
農
業
の
あ
り
方
、

お
よ
び
食
と
農
の
安
全
性
の
確
保
に
視
点
を

お
い
た
、
本
市
農
業
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
農
業
関
係
者
・
消
費
者
の
委
員

（
各
二
人
程
度
）を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

応
募
日
現
在
、
満
二
十
歳
以
上

で
、
八
代
市
に
住
所
を
有
す
る
人
。
ま
た
、

平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。

応
募
方
法

六
月
十
五
日
�
〜
三
十
日
�
ま

で
に
、
八
代
市
農
業
活
性
化
推
進
委
員
会

委
員
申
込
書
、
お
よ
び
八
百
字
程
度
の
小

論
文「
八
代
市
農
業
の
活
性
化
策
に
つ
い

て
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
。

締
切
日
必
着
）

※
申
込
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
農
政

課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

農
政
課
�
33
４
１
１
７
　

〒
８
６
６
＝
８
６
０
１
八
代
市
松
江
城
町

一
―
二
五
へ

八
代
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yatsushiro.kum

am
oto.jp

母
子
・
父
子
家
庭
を
対
象
に
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
と
親
睦
・
融
和
を
深
め
る
た
め
、
野

外
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

と
　
き
　
七
月
二
十
五
日
�

と
こ
ろ
　
そ
よ
風
パ
ー
ク（
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
）

内
　
容
　
パ
ン
・
ジ
ャ
ム
作
り
な
ど

対
象
　
母
子
・
父
子
世
帯
の
保
護
者
と
子
供

参
加
費
　
一
人
五
百
円

申
込
・
問
合
せ
　
七
月
二
日
�
ま
で
に
八
代

市
社
会
福
祉
協
議
会
�
32
２
８
０
７
へ

と
　
き

七
月
二
十
三
日
�
〜
二
十
五
日
�

（
二
泊
三
日
）

と
こ
ろ

熊
本
県
立
菊
池
少
年
自
然
の
家

対
　
象

小
学
三
年
生
〜
中
学
生

内
　
容

野
外
活
動
、
野
外
炊
飯
、
渓
流
遊

び
、
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
な
ど

参
加
費

一
人
五
千
円
程
度
　

申
込
締
切

七
月
九
日
�（
必
着
）ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

8広報やつしろは、古紙配合率１００パーセントの再生紙を使っています。
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申
込
・
問
合
せ

熊
本
県
立
菊
池
少
年
自
然

の
家
　
〒
８
６
１
＝
１
４
４
１

熊
本
県
菊
池
市
大
字
原
四
八
八
五
―
五

�
０
９
６
８（
２
７
）０
０
６
６

�
０
９
６
８（
２
７
）０
８
８
０

八
代
市
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

指
し
、「
さ
わ
や
か
ヤ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
」
を

開
催
し
ま
す
。

と
き

八
月
二
十
二
日
�
午
後
一
時
〜
四
時

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

対
　
象

高
校
生
な
ど
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
や

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど

締
　
切

六
月
三
十
日
�

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
立
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー（
人
権
啓
発
課
内
）�
32
７
０
５
９
へ

《
会
員
募
集
・
入
会
説
明
会
》

と
　
き

六
月
二
十
三
日
�
午
後
一
時
半
〜

と
こ
ろ

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
議
室

（
古
城
町
一
七
一
九
―
二
）

持
参
品

写
真
・
認
印
・
郵
便
局
ま
た
は
肥

後
銀
行
の
通
帳
・
会
費
（
二
千
円
）

対
　
象

市
内
在
住
の
五
十
七
歳
以
上
で
働

く
意
欲
の
あ
る
人

《
実
用
毛
筆
講
習
会
》

と
　
き

七
月
十
三
日
〜
十
二
月
十
四
日

毎
週
火
曜
日
、
午
後
二
時
〜
四
時
（
全
二

十
二
回
）

と
こ
ろ

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

（
古
城
町
一
七
一
九
―
二
）

受
講
資
格

五
十
五
歳
以
上
六
十
五
歳
ま
で

の
人
（
過
去
に
受
講
さ
れ
た
人
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。）

申
込
・
問
合
せ

六
月
三
十
日
�
（
必
着
）

ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
・
「
毛
筆
希
望
」
と
明
記

し
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
〒
八
六

六
＝
〇
〇
四
三
　
八
代
市
古
城
町
一
七
一

九
―
二
　
八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
�
33
２
７
１
１
�
33
２
７
２
２
へ

県
で
は
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進
を
図
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
活
動
経
験
を
有
す
る
人
で
、
普
及

啓
発
な
ど
を
進
め
る
人
（
男
女
共
同
参
画

推
進
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

六
月
三
十
日
�
ま
で

申
込
・
問
合
せ

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
課
�
０
９
６

（
３
８
３
）
１
１
１
１
内
線
７
４
２
３

企
業
で
求
め
ら
れ
、社
外
で
も
通
用
す
る
、

職
務
の
遂
行
に
必
要
な
専
門
知
識
や
実
務
能

力
を
評
価
す
る
試
験
制
度
で
す
。

受
付
期
間

七
月
二
十
六
日
�
〜
八
月
六
日
�

試
験
日

▼
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
制
度
修

了
認
定
試
験
＝
十
月
二
日
�
・
三
日
�
、

▼
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
務
能
力
評
価
試

い
き
い
き
サ
マ
ー
自
然
発
見
隊

in
き
く
ち

定
員
五
十
人

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
推
進
員

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

さ
わ
や
か
ヤ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ

出
演
者

七
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
強
調
月
間

夏
休
み
！
親
子
の
ふ
れ
あ
い
野
外
活
動

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
試
験

平
成
十
六
年
度
（
前
期
）

八
代
市
農
業
活
性
化
推
進
委
員

任
期
は
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

入
会
説
明
会
・
実
用
毛
筆
講
習
会

八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー



験
＝
十
月
三
日
�

と
こ
ろ

熊
本
県
青
年
会
館
（
ユ
ー
ス
ピ
ア

熊
本
）

問
合
せ

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会
開
発

振
興
課
�
０
９
６
（
３
８
４
）
１
７
１
１
、

企
業
港
湾
振
興
課
�
33
８
５
１
３

市
民
活
動
促
進
の
一
環
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
連
続
三
回
行
い

ま
す
が
、
一
回
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

と
　
き

①
六
月
二
十
九
日
�
②
七
月
六
日

�
③
七
月
十
三
日
�
午
後
七
時
〜
八
時
半

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

対
　
象

市
内
在
住
の
人
や
各
種
任
意
団
体

に
所
属
さ
れ
て
い
る
人

内
　
容

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
一
歩
②
組
織
の

基
礎
体
力
③
法
人
化
、
そ
の
前
に

申
込
・
問
合
せ

氏
名
、
所
属
団
体
名
・
個

人
、
連
絡
先
、
受
講
日
を
生
活
安
全
課
�

33
４
１
１
２
�
32
８
９
４
４
ま
で
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

生
活
に
密
着
し
た
家
庭
や
地
域
社
会
で
起

こ
り
う
る
、
性
差
別
な
ど
の
問
題
を
寸
劇
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
規
定

▼
一
作
品
に
つ
き
十
〜
十
五
分

程
度
。
▼
応
募
点
数
制
限
無
し
。
た
だ
し

未
発
表
作
品
に
限
る
。
▼
採
用
作
品
の
著

作
権
は
、八
代
市
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

応
募
作
品
の
返
却
は
し
な
い
。
▼
承
諾
を

得
ず
に
、
修
正
を
加
え
て
上
演
す
る
場
合

も
あ
る
。

※
採
用
者
に
は
薄
謝
進
呈

応
募
・
問
合
せ

七
月
十
五
日
�
ま
で
に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
校
名
・

学
年
）、
電
話
番
号
を
明
記
し
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
な
ど
で
〒
８
６
６
＝

８
６
０
１
　
八
代
市
松
江
城
町
一
―
二
五
　

八
代
市
役
所
人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画

推
進
室
�
32
２
６
５
０
�
30
８
３
５
３

Ｅ
メ
ー
ル

jinken@
city.yatsushiro.kum

am
oto.jp

と
　
き

七
月
五
日
�
、
六
日
�
、
八
日
�
、

十
二
日
�
、
十
三
日
�
、
十
五
日
�
、
二

十
日
�
、
二
十
二
日
�
、
二
十
六
日
�
、

二
十
七
日
�
午
後
七
時
〜
九
時

と
こ
ろ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

対
　
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
、

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
男
女

で
、
あ
る
程
度
文
字
入
力
の
操
作
が
で
き

る
人
。
先
着
十
四
人

教
材
費

二
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

※
受
付
け
時
に
徴
収
し
ま
す
。

申
込
み

六
月
十
八
日
�
午
後
六
時
か
ら
フ

レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
で
受
付
。
本
人
が

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ（
八
代

市
働
く
婦
人
の
家
）八
代
市
清
水
町
二
―

九
四
�
35
６
４
６
０

エ
コ
ク
ラ
フ
ト（
荷
造
り
）テ
ー
プ
を
使

っ
て
編
ん
で
み
ま
せ
ん
か

と
　
き

六
月
二
十
八
日
�
、七
月
二
日
�
、

五
日
�
、
九
日
�
、
十
二
日
�

午
前
十
時
〜
正
午

と
こ
ろ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

対
　
象

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
男
女

先
着
十
五
人

内
　
容

ま
る
か
ご
の
小
物
、手
さ
げ
か
ご
、

収
納
か
ご

費
　
用

千
五
百
円（
五
回
分
）

※
受
付
け
時
に
徴
収
し
ま
す
。

申
込
み
　
六
月
十
八
日
�
午
前
九
時
か
ら
受

付
開
始
。
本
人
が
来
館
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

�
35
６
４
６
０

夏
休
み
を
利
用
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
体
験
し
、
考
え
よ
う
。

と
　
き

七
月
二
十
八
日
�
・
二
十
九
日
�

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

と
こ
ろ

八
代
市
社
会
福
祉
会
館

内
　
容

車
い
す
体
験
、、
障
害
者
と
の
ふ

9
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パ
ソ
コ
ン（
持
ち
込
み
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

れ
あ
い
を
通
し
な
が
ら
の
手
話
体
験
、
老

人
ホ
ー
ム
で
の
交
流
ほ
か

参
加
費

五
百
円
（
昼
食
代
）

対
　
象

小
学
生
（
四
〜
六
年
）・
中
学
生
、

先
着
百
五
十
人

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

八
代
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
32
２
８
０
７

と
　
き

七
月
六
日
〜
八
月
三
日
毎
週
火
曜

日
、
午
後
一
時
半
〜
三
時
半
（
五
回
講
座
）

と
こ
ろ

八
代
市
社
会
福
祉
会
館

対
　
象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ

る
高
校
生
以
上
の
人
、
先
着
三
十
人

申
込
締
切

六
月
二
十
四
日
�
ま
で

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

八
代
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
32
２
８
０
７

市のホームページアドレス www.city.yatsushiro.kumamoto.jp 市のメールアドレス info@city.yatsushiro.kumamoto.jp

広域全体

八 代 市

今年
昨年
増減
今年
昨年
増減

火　災

４２
１９
２３
２７
１３
１４

救　急

２,０５８
２,０３３
２５

１,４０８
１,４０１

７

平成１６年５月３１日現在

火災・救急件数

ク
ラ
フ
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
短
期
講
座

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
地

区
懇
談
会「
女
と
男
の
み
ら
い
塾
」

寸
劇
シ
ナ
リ
オ
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ミ
ナ
ー「
市
民
活
動
を
考
え
よ
う
」

参
加
費
は
無
料
で
す

第
十
二
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
・

車
い
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

参
加
費
は
無
料
で
す

あ
つ
ま
れ
！
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

募
集
開
始
は
七
月
一
日
�
〜



作り方

材料（１０人分）

午
後
二
時
〜
三
時
半

と
こ
ろ
　
八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
『
う
つ
病
に
つ
い
て
』

講
　
師
　
坂
本
病
院
精
神
科
医
師

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
�
32
７
２
０
０

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
行
い
、
四
十

八
時
間
後
の
判
定
が
、
陰
性（
九
㎜
以
下
）の

人
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま
す
。
二
日
後
の

判
定
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

対
　
象

生
後
三
カ
月
〜
四
歳
未
満

実
施
時
間
　
午
後
二
時
〜
三
時

※
受
付
は
、
午
後
二
時
五
十
分
ま
で

※
で
き
る
だ
け
対
象
校
区
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
�
32
７
２
０
０

注
意
事
項

◆
検
診
前
日
の
午
後
十
時
以
降

は
飲
食
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、

朝
食
、
お
茶
、
水
、
薬
、
タ
バ
コ
な
ど
摂

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
◆
老
人
医
療
受
給

者
証
、
老
人
保
健
事
業
用
市
民
税
非
課
税

世
帯
証
明
書
、
保
護
証
明
書
を
持
参
し
た

人
は
、
胃
が
ん
検
診
と
乳
房
超
音
波
検
診

が
無
料
で
す
。
◆
受
診
券
を
持
参
し
な
い

人
は
、
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
受
診
券
と
問
診
票
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
�
32
７
２
０
０

と
　
き
　
六
月
二
十
一
日
�

10

広報やつしろ ２００４.６.１５

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

と
　
き

六
月
二
十
一
日
�
・
二
十
二
日
�

（
午
前
七
時
〜
十
時
受
付
）

と
こ
ろ

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

費
　
用

▼
胃
が
ん
検
診
＝
千
三
百
円
▼
腹

部
超
音
波
検
診
＝
二
千
五
百
円
▼
乳
房
超

音
波
検
診
＝
五
百
円

①たまごは割りほぐして、砂糖を加えて混ぜ合わせる。
②そば粉と薄力粉は合わせて、振るっておく。
③重曹は分量の水で溶いておく。
④①と②・③と混ぜ合わせて、絞り袋に入れて、鉄板
に絞り出す。

⑤１７０度のオーブンで２０分程度焼く。

問合せ 八代市食生活改善推進協議会
（八代市保健センター）�３２─７２００

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
一
部
休
業

今
回
、
八
代
市
日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
施

設
の
水
質
検
査
の
結
果
、
衛
生
上
の
問
題
が

生
じ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
安
全
確
保
の
た
め
、

東
湯
・
西
湯
・
老
人
憩
い
の
家
・
温
泉
セ
ン

タ
ー
二
階
家
族
湯
を
当
分
の
間
休
業
し
ま

す
。
な
お
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
一
階
公
衆
浴
場

と
三
階
大
浴
場
は
、安
全
に
入
浴
で
き
ま
す
。

現
在
、
抜
本
的
な
改
善
策
を
進
め
、
七
月

末
を
め
ど
に
改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
皆
さ
ま
に
、
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ

商
政
観
光
課
�
33
４
１
１
５

バターを入れず、歯ごたえのよいヘルシークッキ
ーです。
よくかんで食べることは、虫歯予防や肥満予防に

つながります。手作りおやつにチャレンジしてみて
ください。

たまご　　……………１個
砂糖　　……………７０ｇ
そば粉　　…………４０ｇ
薄力粉　　…………６０ｇ
重曹 ……小さじ１/２
水　　……………大さじ１

〔

集
団
予
防
接
種
（
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
検
査
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
）

日
程
は
左
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

『ごろっとやっちろ』ホームページアドレス www.gorotto.com メールアドレス garappa@gorotto.com

〔
心
の
健
康
講
演
会

も
っ
と
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か

対象校区

八千把

金剛・代陽

龍峯・二見・日奈久
・郡築・麦島

太田郷

ツ反接種

6月16日�

6月23日�

7月 7日�

7月14日�

判定・BCG接種

6月18日�

6月25日�

7 月 9 日�

7月16日�

ところ

保健
センター

胃
が
ん
・
超
音
波
追
加
検
診

腹
部
・
乳
房

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー

一
部
休
業
の
お
知
ら
せ

ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す



物
語
』
―
世
界
編
―
」

と
　
き

六
月
二
十
三
日
�
午
前
十
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

講
　
師

宮
本
雅
之
氏

★
お
楽
し
み
！
ビ
デ
オ
放
映
会
（
無
料
）

と
　
き

六
月
十
七
日
�
午
後
三
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

上
映
作
品

「
八
郎
潟
の
八
郎
・
猿
の
恩
返

し
」（「
日
本
昔
ば
な
し
」よ
り
）

★
移
動
図
書
館
「
と
も
だ
ち
号
」

六
月
　
十
五
日
�

龍
峯
校
区

六
月
　
十
六
日
�

昭
和
・
郡
築
校
区

六
月
　
十
七
日
�

高
田
校
区

六
月
　
十
八
日
�

野
上
地
区

六
月
二
十
二
日
�

宮
地
校
区

六
月
二
十
三
日
�

太
田
郷
校
区

問
合
せ

八
代
市
立
図
書
館
�
32
３
３
８
５

☆
松
井
文
庫
コ
ー
ナ
ー

▼
能
面
名
品
選
Ⅱ

六
月
十
五
日
�
〜
七
月
十
九
日
�

☆
常
設
展
示
室

▼
八
代
焼
Ⅰ
　
象
嵌
の
技六

月
二
十
日
�
ま
で

▼
八
代
焼
Ⅱ
　
茶
の
器

六
月
二
十
二
日
�
〜
九
月
二
十
六
日
�

▼
古
文
書
を
読
む
Ⅰ
　
献
上
品
へ
の
お
礼
状

六
月
二
十
七
日
�
ま
で

▼
や
つ
し
ろ
遺
跡
め
ぐ
り
Ⅰ

十
月
三
日
�
ま
で

▼
肥
後
鐔つ
ば

鑑
賞
入
門

七
月
二
十
五
日
�
ま
で

超
音
波
検
診
を
受
診
し
た
人
を
対
象
に
、

結
果
の
見
方
や
所
見
の
説
明
、
栄
養
指
導
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
房
超
音
波
検
診

を
受
診
し
た
人
は
、
乳
が
ん
の
自
己
診
断
法

の
説
明
も
行
い
ま
す
。

結
果
は
、
説
明
会
時
に
配
布
し
ま
す
。
参

加
で
き
な
か
っ
た
人
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
郵
送
し
ま
す
。

※
検
診
を
受
け
た
会
場
以
外
で
は
、
結
果
を

お
渡
し
で
き
ま
せ
ん
。

説
明
会
実
施
日

▼
六
月
二
十
三
日
�
午
前

九
時
十
五
分
〜
＝
太
田
郷
公
民
館
、
午
後

一
時
十
五
分
〜
＝
農
事
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
六
月
二
十
四
日
�
午
前
九
時
十
五
分
〜

＝
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
、
午
後
一
時
十
五

分
〜
＝
二
見
公
民
館

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
�
32
７
２
０
０

★
図
書
館
講
座
（
無
料
）

▼
八
代
の
歴
史
「
宮
崎
八
郎
を
偲
ぶ
」

と
　
き

六
月
十
六
日
�
午
前
十
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

講
　
師

柿
本
登
美
男
氏

▼
文
学
講
座
Ⅱ
「『
故
事
名
言
に
み
る
歴
史

11 市役所からの情報を「FMやつしろ76.5MHz」で、毎週月曜日から金曜日の午前10時から10分間放送

広報やつしろ ２００４.６.１５

▼
中
国
の
獅
子
　

八
月
一
日
�
ま
で

▼
和
紙
色
々
　
　
　
　
　
八
月
八
日
�
ま
で

▼
薬
師
如
来
の
信
仰
　
九
月
十
二
日
�
ま
で

▼
米
作
り
の
農
具
　
　
　
　
　
　
　
　
通
年

観
覧
料
　
大
人
＝
三
百
円
、
高
大
生
＝
二
百

円
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

臨
時
休
館

七
月
五
日
�
〜
十
二
日
�
は
収

蔵
庫
く
ん
蒸（
文
化
財
害
虫
駆
除
）の
た

め
休
館
し
ま
す
。

問
合
せ

八
代
市
立
博
物
館
�
34
５
５
５
５

と
　
き
　
八
月
二
十
二
日
�
午
後
六
時
半
開

演（
六
時
開
場
）

と
こ
ろ
　
八
代
市
厚
生
会
館

出
演
者

梅
宮
万
沙
子
、
萩
野
崇
、
真
理
ア

ン
ヌ
ほ
か

対
象
年
齢

四
歳
以
上

入
場
券
　
七
月
二
日
�
午
前
九
時
よ
り
発
売

Ｓ
席
＝
二
千
円
、Ａ
席
＝
千
円（
全
席
指
定
）

入
場
券
発
売
所
　
八
代
市
厚
生
会
館
、
ア
ー

ク
み
や
ざ
き
、
カ
レ
ー
の
店
じ
ゃ
わ
、
庄

野
学
生
堂
、
珈
琲
ブ
レ
イ
ク
、
珈
琲
店
ミ

ッ
ク

※
当
日
は
託
児
所（
要
予
約
）を
用
意
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
八
代
市
厚
生
会
館
�
32
３
１
９
６

八
代
市
内
の
す
べ
て
の
小
・
中
・
養
護
学

図

書

館

平
日
の
開
館
時
間
は
午
後
六
時
ま
で

校
児
童
生
徒
が
、
合
唱
や
楽
器
で
の
合
奏
を

発
表
し
ま
す
。

と
　
き
　
七
月
二
十
三
日
�
▼
小
学
校
・
養

護
学
校
（
小
学
部
）
の
部
＝
午
前
九
時
開

演
▼
中
学
校
・
養
護
学
校
（
中
学
部
）の

部
＝
午
後
一
時
半
開
演

と
こ
ろ
　
八
代
市
厚
生
会
館

問
合
せ
　
八
代
市
厚
生
会
館
�
32
３
１
９
６

対
　
象

昭
和
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
結
婚（
入
籍
）さ
れ

た
夫
婦

連
絡
先

七
月
一
日
�
ま
で
に
各
町
内
市
政

協
力
員
へ

問
合
せ

福
祉
課
�
33
４
４
３
６

と
　
き

六
月
二
十
七
日
�

午
前
九
時
〜
正
午

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

『
い
の
ち
、
愛い

と

お
し
』

講
　
師

竹
熊
宜
孝
氏（
公
立
菊
池
養
生
園

名
誉
園
長
）

問
合
せ

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
八
代
協

議
会
�
�
32
６
８
０
８
、
人
権
啓
発
課
�

32
７
０
５
９

博

物

館

開
館
時
間
は
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

第
35
回
八
代
市
小
・
中
・
養
護
学
校
音
楽
会

入
場
は
無
料
で
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
名
作
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
公
演

八
代
市
厚
生
会
館
自
主
文
化
事
業

金
婚
夫
婦
を
表
彰
し
ま
す

締
め
切
り
は
七
月
一
日
�

超
音
波
検
診
結
果
説
明
会

腹
部
・
乳
房

食
文
化
講
演
会

入
場
は
無
料
で
す



④
球
磨
郡
相
良
村
六
藤
橋
下
流
端
か
ら
下
流

同
村
観
音
橋
上
流
端
ま
で
の
区
域

⑤
球
磨
郡
相
良
村
境
田
橋
下
流
端
か
ら
下
流

同
村
柳
瀬
橋
上
流
端
ま
で
の
区
域

こ
れ
ら
に
違
反
し
た
場
合
は
、
罰
金
も
し

く
は
拘
留
の
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

一
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
ア

ユ
採
捕
禁
止
期
間
で
す
。

問
合
せ

県
庁
漁
政
課
�
０
９
６（
３
８
３
）

１
１
１
１
内
線
５
６
８
１

球
磨
川
漁
業
協
同
組
合
�
32
３
２
６
６

職
場
な
ど
に
お
い
て
性
別
を
理
由
と
す
る

差
別
な
ど
の
人
権
侵
害
や
市
の
男
女
共
同
参

画
施
策
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
、
条
例
に

基
づ
い
て
苦
情
な
ど
の
申
出
を
す
る
こ
と
が

八
代
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
に
求
人
情
報
を

提
供
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

と
　
き

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

※
た
だ
し
、
祝
日
な
ど
で
休
み
の
場
合
も
あ

り
ま
す
。

問
合
せ

企
業
港
湾
振
興
課
�
33
８
５
１
３

六
月
一
日
か
ら
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
河
川

で
ア
ユ
釣
り
が
解
禁
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、ア
ユ
が
採
捕
で
き
る
期
間
で
も
、

県
内
で
は
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

「
ア
ユ
が
っ
く
り
掛
け
」
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
五
つ
の
区
域
の
禁
止

期
間
は
、
六
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

《
球
磨
川
》

①
球
磨
郡
錦
町
錦
大
橋
下
流
端
か
ら
下
流
右

岸
同
郡
相
良
村
、
左
岸
同
郡
錦
町
木
綿
葉

大
橋
上
流
端
ま
で
の
区
域

②
万
江
川
吐
合
口
（
左
岸
人
吉
市
中
神
町
小

柿
第
一
排
水
樋
管
排
水
口
上
流
側
境
界
線

と
そ
の
延
長
線
上
の
右
岸
同
町
に
設
置
し

た
標
柱
と
を
結
ん
だ
線
）か
ら
下
流
同
町

天
狗
橋
上
流
端
ま
で
の
区
域

③
右
岸
球
磨
郡
球
磨
村
、
左
岸
芦
北
郡
芦
北

町
大
瀬
橋
下
流
端
か
ら
下
流
右
岸
球
磨
郡

球
磨
村
、
左
岸
芦
北
郡
芦
北
町
大
野
大
橋

上
流
端
ま
で
の
区
域

《
川
辺
川
》

12火災などについての情報は「エフエムやつしろ」の放送でもお知らせしています。

広報やつしろ ２００４.６.１５

第３セクターとして設立された、地域密着型
２４時間放送のラジオ局です。火災情報や災害
時の緊急情報も放送しています。

６月２１日（月）～７月5日（月）

毎週月曜日～金曜日の午前１０時から１０分間「エフ
エムやつしろ（FMラジオ）」で放送しています。
※再放送は午後２時５０分からです。

日

21（月）

22（火）

23（水）

24（木）

25（金）

28（月）

29（火）

30（水）

7/1（木）

2（金）

5（月）

テーマ

ステップ・アップセミナー

障害基礎年金　

八代くま川祭り参加者募集

安全と安心の学校づくり

乳幼児健康診査

ＮＰＯボランティア

療養費および医療費の支給

市税などの口座振替手続き

七夕おはなし会

介護保険認定申請

社会を明るくする運動

出　演

人権啓発課

保険年金課

商政観光課

学校教育課

保健センター

生活安全課

保険年金課

納 税 課

図 書 館

介護保険課

人権啓発課

ア
ユ
が
っ
く
り
掛
け
の

ル
ー
ル
を
守
ろ
う

ア
ユ
釣
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー
開
設

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

で
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
専
門
員
が
申
出
を
伺
い
、

解
決
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

と
　
き

六
月
二
十
四
日
�
午
後
一
時
〜

問
合
せ

人
権
啓
発
課
（
男
女
共
同
参
画
推

進
室
）
�
32
２
６
５
０

新
た
に
設
立
さ
れ
た
法
人
が
、
再
就
職
を

希
望
す
る
人
を
三
人
以
上
雇
い
入
れ
て
、
地

域
に
貢
献
す
る
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
助

成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

地
域
に
貢
献
す
る
事
業

▼
個
人
向
け
・
家

庭
向
け
サ
ー
ビ
ス
▼
社
会
人
向
け
教
育
サ

ー
ビ
ス
▼
企
業
・
団
体
向
け
サ
ー
ビ
ス
▼

住
宅
関
連
サ
ー
ビ
ス
▼
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

▼
高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
▼
医
療
サ
ー
ビ

ス
▼
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
▼
環
境
サ
ー
ビ

ス
▼
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ

支
給
要
件

①
三
人
以
上
の
雇
用
（
う
ち
一

人
は
常
用
）。
②
非
自
発
的
離
職
者
が
一

人
以
上
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
③
法
人
設

立
か
ら
一
年
六
カ
月
以
内
に
雇
い
入
れ
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
④
法
人
設
立
後
六

カ
月
以
内
に
地
域
貢
献
事
業
の
提
出
・
認

定
が
済
ん
で
い
る
こ
と
。

※
支
給
額
は
雇
入
れ
要
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

問
合
せ

産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
熊
本
事

務
所
�
０
９
６
（
３
１
２
）
９
７
０
１
、

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課
�
０
９
６
（
２

１
１
）
１
７
０
３

企
業
港
湾
振
興
課
�
33
８
５
１
３

男
女
共
同
参
画
総
合
相
談
日

電
話
予
約
が
必
要
で
す

地
域
雇
用
受
皿
特
別
奨
励
金

ご
利
用
く
だ
さ
い
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作
業
学
習
で
製
作
し
た
陶
芸
作
品
、
栽
培

し
た
作
物
を
販
売
し
ま
す
。

と
　
き

六
月
二
十
二
日
�

午
前
九
時
〜
午
後
零
時
半

と
こ
ろ

八
代
サ
テ
ィ
一
階

（
八
代
市
本
町
三
丁
目
）

問
合
せ

八
代
養
護
学
校
�
32
３
２
５
１

資
源
の
日
に
収
集
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
、
中
身
が
残
ら
な
い
よ
う
使
い
切
り
、

き
れ
い
に
洗
っ
て
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

『ごろっとやっちろ』ホームページアドレス www.gorotto.com メールアドレス garappa@gorotto.com

八代市では、基本健康診査、大腸がん検診、骨粗
鬆症検診を各校区の公民館などで実施します。一括
申込みで申し込んだ人には、健診予定日の１週間前
までに問診票と受診券を郵送します。また、平成１
４年度から５年間はＣ型肝炎等緊急総合対策の一環
として基本健診に肝炎ウイルス検査を追加していま
す。
肝臓は重症化するまで自覚症状が現れないことが
あります。症状がなくてもきちんと検査し、病気を
早く発見することが大切です。ぜひ受診ください。

対　象 《基本健診・大腸がん検診》４０歳以上の
市民（昭和４０年３月３１日以前生まれの人）
《骨粗鬆症検診》基本健診を受ける女性　
《肝炎ウイルス検査》
●基本健診受診者で、今年度中に４０歳、４５歳、
５０歳、５５歳、６０歳、６５歳、７０歳になる人
●過去に肝機能異常を指摘されたことがある人
●広範な外科的処置を受けたことがある人、また
は妊娠や分娩時に多量に出血したことがあり、定
期的に肝機能検査を受けていない人
負担金 ◆基本健診１，３００円、大腸がん検診５００
円　◆肝炎ウイルス検査８００円（老人医療受給者
証、保護証明書、老人保健事業用市民税非課税世
帯証明書を持参の人は無料）
◆骨粗鬆症検診１，７００円（骨粗鬆症検診は負担
金の免除はありません）
問合せ 八代市保健センター

�３２―７２００

月

６

７

８

９

１０

日
２２

２４・２５
２９

３０・７/１
６～８
１３～１５
２０～２２
２７

２８～３０
３～６
２６・
２１
２２

２８・２９
３０・１０/１
５～７
１２～１４

健診会場
龍峯農業研修所
宮地公民館
農村婦人の家
八代公民館
総合体育館
厚生会館
太田郷公民館
郡築公民館
松高公民館
八千把公民館

二見公民館
金剛公民館
南部市民センター
植柳公民館
農事研修センター
高田公民館

校区
龍峯
宮地
昭和
八代
太田郷
代陽
太田郷
郡築
松高
八千把

二見
金剛
日奈久
植柳
麦島
高田

※受付時間は午後１時３０分～２時３０分です。
どこの会場でも受けられます。

ＪＡ検診（８/１８～９/１５　受付時間：午前７時～8時）

ま
す
が
、
つ
ゆ
・
た
れ
な
ど
中
身
が
入
っ
て

い
る
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
洗
浄
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

清
掃
セ
ン
タ
ー
�
32
４
６
７
５

八
代
市
は
、
中
小
企
業
勤
労
者
に
対
し
低

利
の
資
金
を
斡
旋
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活

の
安
定
お
よ
び
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
八
代
市
中
小
企
業
勤
労
者
特
別
融
資

制
度
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

当
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、
八
代
市
内

在
住
で
中
小
企
業
に
一
年
以
上
勤
務
し
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
人
で
す
。

資
金
使
途
は
車
購
入
な
ど
の
生
活
資
金
全

般
で
百
五
十
万
円
以
内
で
す
。
返
済
方
法
は

毎
月
元
利
均
等
払
い
か
ボ
ー
ナ
ス
併
用
毎
月

元
利
均
等
払
い
で
す
。
保
証
人
お
よ
び
担
保

は
原
則
不
要
で
す
が
、
保
証
機
関
の
保
証

（
保
証
料
率
〇
・
七
〜
一
・
二
％
）
が
必
要

で
す
。

問
合
せ

九
州
労
働
金
庫
八
代
支
店

�
35
５
１
１
１

と
　
き

七
月
一
日
�
〜
八
月
三
十
一
日
�

利
用
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
七
時

使
用
料
金
（
個
人
利
用
一
回
に
つ
き
）

▼
一
般
・
大
学
生
＝
二
百
十
円

▼
小
・
中
学
生
・
高
校
生
＝
百
円

▼
幼
児
＝
五
十
円

な
お
、駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、で

き
る
だ
け
車
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
35
０
１
５
０

約
二
十
の
市
民
団
体
が
参
加
し
、
バ
ザ
ー

や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。
今
回
は

廃
ガ
ラ
ス
を
利
用
し
た
リ
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
も

楽
し
め
ま
す
。

と
　
き

六
月
二
十
七
日
�

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

と
こ
ろ

本
町
ア
ー
ケ
ー
ド

問
合
せ

八
代
の
環
境
を
考
え
る
会
事
務
局

�
34
８
６
４
９

環
境
課
�
33
４
１
１
４

八
代
市
中
小
企
業
勤
労
者

特
別
融
資
制
度

貸
付
期
間
は
五
年
以
内
、
貸
付
利
率
は
年
二
・
七
％

八
代
市
民
プ
ー
ル
一
般
開
放

団
体
使
用
の
場
合
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

八
養
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
サ
テ
ィ

お
知
ら
せ

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

環
境
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

洗
浄
し
ま
し
ょ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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�
U

.1
5

編
集
と
発
行
〒
８
６
６
―
８
６
０
１
　

八
代
市
役
所
企
画
財
政
部
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
室
�
３
３
―
４
１
０
１

印
　
刷
（
資
）
緒
方
印
刷
所

市のホームページアドレス www.city.yatsushiro.kumamoto.jp 市のメールアドレス info@city.yatsushiro.kumamoto.jp

� �

現
在
、
六
十
五
歳
以
上
の
第
一
号
被
保
険

者
に
交
付
し
て
い
る
「
介
護
保
険
被
保
険
者

証
」
の
有
効
期
限
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三

十
一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
第
十
六
回
八

代
地
域
市
町
村
合
併
協
議
会
で
合
併
期
日
は

「
平
成
十
七
年
八
月
一
日
」
と
確
認
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
有
効
期
限
を「
合
併
期
日
前
日
」

（
平
成
十
七
年
七
月
三
十
一
日
）
に
延
長
し

ま
す
。

新
市
の
「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」
は
、

合
併
期
日
前
日
ま
で
に
自
宅
に
送
付
し
ま

す
。

問
合
せ

介
護
保
険
課
�
32
１
１
７
５

正しい防災の知識と万全の備え

◆大雨と防災知識◆
◎住宅地域の特徴
・近年は住宅造成などで新たな災害が起こるケース
が多くなっています。急傾斜地や危険地帯にある
住宅では早めの避難が必要です。
・低い土地では浸水に警戒してください。また堤防
より低い土地では、浸水が始まると急激に水位が
上昇します。
◎崖崩れ
・崖の途中から水が噴き出したり、濁ってきたら崖
崩れの前兆です。
・小さな崖崩れは、大規模な崖崩れの前兆です。
・強い雨が止んだ後も数時間以内は崖崩れなどが起
こることがあります。
◎土石流
・土石流の直前には山鳴りが起こることがあります。
・集中豪雨があると、ふだん水が流れていない谷、
小さな沢などで一瞬にして土石流が発生すること
があります。

◆万全の準備◆
○危険な地域では、いつでも避難できるよう態勢を
整えておきましょう。
○非常持ち出し品を準備しておきましょう。
○気象情報にはくれぐれも注意しましょう。停電に
備えて懐中電灯や携帯ラジオの準備をしましょう。

◆避　難◆
○冠水した道路での車の運転は危険です。
○「自分のところは大丈夫」
という考えがもっとも危険
です。市や警察、消防など
の避難勧告や指示には素直
に従いましょう。
○避難する前には、火の元､
ガスの元栓を確かめ、戸締
まりをしておきましょう。

問合せ　生活安全課�３３―５９００

介
護
保
険
被
保
険
者
証

有
効
期
限
延
長
の
お
知
ら
せ


